
中央自動車道(西宮線)
大月～勝沼間

集中遠方監視制御

システム

旅客,貨物の輸送において自動車の

果たす役割は今日いよいよ重要なもの

になっているが,高速自動車道路の開

発整備が,同時に大きな力ともなって

いる｡全国の高速自動車道路は産業の

発達,国民生活の高度化に大きなかか

わりをもちながら,建設は着々と進め

られ,昭和57年には,東北,中央,中

国,九州といった,いわゆる縦貫自動

車道路綱が,ごく一部の区間を除いて

全通し,東北から九州まで高速道路で

結ばれることになり,本年度から始ま

った政J存の第8次道路繁備計画では,

更に多くの高速道路が計画されている｡

このように,産業や【司民生i舌に大き

く貢献する高速自動車道絡も,走行の

安全件と交通の円滑管理が確保されて

こそ,はじめてその効果が発揮される

ので,ますます増大する車両数と延長

される距離のなかで,その管理体制の

システム化は必然の課題といえよう｡

日立製作所は,先ごろ｢最新の技術を

駆使して,日本道路公団納め中央自動

車道(西宮線)大月～勝沼間集中遠方

監視制御システムを完成した｡高速道

路集中遠‾万監視制御システムのモデル

として,以下に紹介する｡

今回開通した区間は,山梨県大月市

と勝沼町の間約20kmで,道路利用者の
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安全確イ米と交通の円ラ骨化を図るための

付帯設備として,道路照明灯,交通管

制標識板,トンネル内換気装置,トン

ネル内防災装置,′受配電設備などが設

置されている｡

このシステムは,上記の各設備を大

月i別御所から総括的に集中管理するこ

とを目的とし,1対Ⅳ形集中遠方監視制

御装置スーパーロール(SUPERROL)

440Cと制御用計算機HIDIC 80とで構

成し,数々の新機能を盛り込んだもの

で,システムの主な仕様は次に述べる

とおりである｡

(1)交通状況が一目で分かるように,

交通管制標識板の内容や道路の混雑状

況などをグラフィ ックパネルに表ホし

て,ドライバーの安全を守るようにし

ている｡

(2)グラフィックパネル上の‾交通関係

標識板表示にJ吏転板表ホ器を採用し,

カラーディスプレイ
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平常時の表示部消費電力をセ1コとして

いる｡

(3)CRTカラーディスプレイ装置を採

用し,･受配電設備の運転状ラ兄やトンネ

ル内の水噴霧消火装置の作動二状況の監

視業務を合理化した｡

(4)コントロールデスクの機器選択操

作を容易にするため,計算機によるオ

ペレーションか､イド方式を採用した｡

(5)トンネル内換気制御は,交通量に

基づく予測制御方式を導入し,最適制

御を可能にした｡

(6)集中遠方監視制御システムは,′受

配電,道路照明,トンネル内換気を処

理する交通安全施設系と,‾交通標識関

係の交通管理施設系とに分離し,シス

テム信頼度の向_Lを閉った｡

(7)集中遠方監視制御装置内の随所に,

マイクロプロセッサを駆使し,各種処

理機能の向Lを岡った｡
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